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素
』
 

十
月
ニ
士
」
日

か
ら
ニ
十
九
日
ま

で
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
中
、
 

市
内
各
地
で
防
火

を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
 

児
に
よ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
五
所
川
原
地
域
防
災
協

会
の
皆
さ
ん
が
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
し
て
火
災
予
防
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
生
五
人
が
「
一
日

消
防
官
」
を
務
め
、
救
急
法
を
学
ん
だ
り
、
は
し
ご
車

搭
乗
や
放
水
訓
練
に挑
戦
し
ま
し
た
。
 

所
川
原
地
区
で
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
保
育
園

・
幼
稚
園
 

山
 

木
地
区
で
は
期
間
初
日
、
 

広
報
車
と
消
防
車
両
が
防

火
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
て
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
、
寒
さ
が
増
し
て
暖

房
が
必
要
と
な
り
火
災
が
増
え
る

こ
の
時
期
に
地
域
住
民
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
パ
レ
 

ー
ド
開
始
に
あ
た
り
、
金
木
消
防

署
前
で
整
列
す
る
団
員
を
須
崎
悠

悦
金
木
地
区
団
長
が
激
励
。
こ
れ

を
受
け
て
団
員
の
皆
さ
ん
は
各
車

両
に
乗
り
込
ん
で
出
発
し
、
火
災

に
よ
る
死
者
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し

て
管
内
で
の
広
報
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
 

一～へ茎舞ぐ 

I

浦
地
区
で
は
小
雨
が
降
る
中
、
 

‘

市
浦
地
区
消
防
団
・
市
浦
消
防

署
員
が
2
コ

ー
ス
に
分
か
れ
消
防
車
両

と
と
も
に
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
終

了
後
、
し
う
ら
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
と

ア
ト
ム
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
が
市

浦
総
合
支
所
で
、
四
者
合
同
の
秋
の
火

災
予
防
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

中
島
英
雄
市
浦
地
区
団
長
の
前
で
、
 

園
児
達
は
拍
子
木
を
打
ち
な
が
ら
「
火

の
用
心
マ
ッ
チ
ー
本
火
事
の
元
」
と
元

気
よ
く
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
浜
田
さ
ん
親
子
が
「
火
遊
び
は
し

ま
せ
ん
」
と
防
火
の
大
切
さ
を
訴
え
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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元
の
産
業
を
広
く
紹
介
す
る
「
ご
し
ょ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
が
十
月

干

一
日
と
二
十
一
百
、
つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
地
域
で
と
れ
た
農
産
物
や
加
工
品
が
格
安
で
販
売
さ
れ
 

た
ほ
か
、
営
農
相
談
、
健
康
づ
く
り
、
産
業
ク

イ
ズ
、
子
ど
も
縁
日
な
ど
様
々
な
コ
 

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
い
ひ
と
と
きを
過
ご
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は獅
子
舞
や
津
軽
三
味
線
、
ソ
ー
ラ
ン
、
演

芸
大
会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
が
催
さ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
も
同
時
開
催
さ
れ
た
「
第

十
三
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
」
 

で
は
、
詰
め
か
け
た
愛
好
者
ら
が
色

鮮
や
か
に
咲
い
た
菊
の
花
を
鑑
賞
し

て
い
ま
し
た
。
 



東
町
 

十
月
十
四
日
早
朝
、
魚
市
場
の
見
学

会
（
市
教育
委
員
会
主
催
）
が行
わ
れ
、
 

市
内
の
小
学
生
三
十
五
人
が
丸
中
五
所

川
原
中
央
水
産
を
訪
間
し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
は
施
設
の
説
明
を受
け
た

後
、
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
が
さ
ば
か
れ
る
様

子
、
水
産
物
の
競
り
な
どを
見
学
し
た

後
、
ホ
タ
テ
貝
の
殻
む
き
に
挑
戦
。
朝

食
に
イ
ク
ラ
と
マ
グ
ロ
が
の
っ
た
海
鮮

井
、
し
じ
み
汁
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

三
輪
小
6
年
の
葛
西
康
介
さ
ん
は
マ

グ
ロ
を
見
て
「
パ
ッ
ク
に
入
っ
た
切
り
 

メバチマグ口がさ【！勲 

展
ホ
作
品
は
祭
り
の
熱
気
と
迫
力
、
 

感
動
が
よ
み
が
え
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
 

●

）
一
 

●
」
 

寺
田
会
長
か
ら
金
賞
を
贈
ら
れ
た
 

伊
藤
勝
広
さ
ん
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危
険
性
の
高
い
職
務
に
従
事
し
た
方

へ
授
与
さ
れ
る
危
険
業
務
従
事
者
瑞
宝

単
光
章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
当
市

か
ら
木
村
正
友
さ
ん
と
三
上
光
治
さ
ん

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

木
村
 
正
友

氏
（8
3歳
）
 

消
防
功
労
 
「
元
五
所川
原
地
区
消
防
事

務
組
合
消
防
司
令
）
 

三
上
 
光
治

氏
（6
8歳
）
 

相
内
 

消
防
功
労
（
元
津
軽
北
部
広
域
事
務
組

合
消
防
司
令
長
）
 

小
学

佳
ガ
魚
市

場
を
見
学
 

流

通
の
仕
組

ス
を
学
羽
白
 

身
の
姿
と
は
違
う
」
と
驚
い
た
様
子
。
ま
た
、
市
浦
小
3
年
の
柏
谷
妃
呂
佳
さ
ん
は

ホ
タ
テ
貝
の
殻
を
む
き
「
難
し
か
っ
た
。
今
度
は
家
で
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
話
し
、
 

喜
良
市
小
4
年
の
鎌
田
佳
純
さ
ん
と
同
小
3
年
の
妹

・
朋
華
さ
ん
は
「
海
鮮
井
が
お

い
し
い
。
お
か
わ
り
し
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
み
が
え
る
祭
り
の
感
動
を
 

立
倭
武
多
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

十
月
十
三
日
、
第
二
回
五
所
川
原
立
侵
武
多
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
レH
の
表
彰

式
と
写
真
展
が
立
侵
武
多
の
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
主
催
者
の
寺
田
春

一
観
光協
会
会
長
が
「
立
侯
武
多
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
は
五
所
川
原
市
の
先
人
の
文
化
を
次
世
代
に
記
録
と
伝
承
を
目
的
に
平

成
十
年
か
ら
写
真
展
と
し
て
開
催
。
作
品
は
、
遠
く
は
近
畿
圏
・
関
東圏
な
ど
か
ら

八
十
六
点
の
応
募
が
あ
り
、
四
十
三
作
品
が
入
賞
。
こ
れ
は
、
日
本
各
地
か
ら
立
侵

武
多
を
見
に
来
て
い
る
も
の
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
平
山
市
長
は
「
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。
来
年
は
五
所
川
原
立
侯
武
多
1
周

年
目
、
こ
の
伝
統
文化
を
伝
承
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

金
賞
に
輝
い
た
伊
藤
勝
広
さ
ん
は
「
友
達
の
唯
子
方
を
撮
っ
た
写
真
が
思
い
が
け

な
い
金
賞
で
う
れ
し
い
。
ね
ぷ
た
が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ブ
を
盛
り
ト

げ
撮
り
続
け
ま
す
」
と
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 



ふ
只回
動
む及
×
鴬
廼
い
鈴
ぬ
蟹切
局
 

関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会
 

総
会
・
交
流
会
 

し
て
サ
ツマ
イ
モ
墨
糾
賠
 

五
所
川
原
市
農
業

委
損
会
 

【お
詫
び
と
訂
正
】
（
広
報
ごし
ょ
が

わ
ら
1
0月
1
5日
号
P
5
）
市
小
学
生

標
語
コ
ン
テ
ス
ト
の
「
守
り
た
い
 

い
の
ち
育
む
 
人権
」
を
「
守
り
た

い
 
い
の
ち
育
む
 
人権
を
」
と
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
 

九
月
二
十
四
日
、
東
京
都
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

関
東
地
区
ふ
る
さ
と
市
浦
会

（
本荘
完
一
会
長
）
の

総
会
・
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
百
人
を
超
え
る
参
加

者
で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
本
荘
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
高
松
教
育

長
な
ど
来
賓
が
祝
辞
を
述
べ
、
ふ
る
さ
と
市
浦
の
近

況
報
告
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
て
い
る
様
子
で
し
た
。
 

交
流
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
同
会
発
足
時
よ

り
事
務
局
長
を
務
め
て
歌
手
・
伊
南喜
仁
さ
ん
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
交
流
会
の

最
後
に
は
、「市
浦
音
頭
」
で
大き
な
輪
に
な
り
踊
り

ま
し
た
。
こ
の
日
、
参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
を
想
い
、
 

語
り
、
歌
い
、
踊
り
、
互
い
に
紳
を
深
め
ま
し
た
。
 

お
い
し

く
実
っ
た
“
そ
ば
一
 

親
子
で
収
穫
を
体
験
 

十
月
十
五
日
、市
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
そ
ば
作
り
体
験
」
が

金
木
地
区
の
市
民
農
園
で
行
わ
れ
、
小
学
生
と
父
母
ら
三
十
五
人

が
、
七
月
末
に
自
分
達
で
種
を
ま
い
た
そ
ば
を
収
穫
し
た
ほ
か
、
そ
ば

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、各
家
庭
で
そ
ば
も
や
し
を
つ
く
る
た
め
、
子
ど
も
達
が

一
つ
か
み
ず
つ
収
穫
。
泉
谷
美

里
さ
ん
（
金
木小
1
年
）
は
、「後

で
お
母
さ
ん
に
料
理
し
て
も
ら

う
の
」
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
川
浪
晃
輝
さ
ん
 

（
栄
小2
年
）
は
、
「学
校
で
プ

チ
ト
マ
ト
や
朝
顔
を
育
て
た
け

ど
、
そ
ば
は
初
め
て
。
ク
イ
ズ

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

・
 

今
後
は
残
り
を
収
穫
、
 

乾
燥
、
製
粉
し
、
十
一
月

中
旬
に
川
倉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
を
体

験
し
て
味
わ
い
ま
す
。
 

刈
り
取
っ
て
さ
っ
そ
く
そ

ば
の
実
を
と
り
ま
す
①

親
子
で
そ
ば
に
ち
な
ん
だ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
⑥
 

十
月
十
四
日
、
V
i
c
・
ウ
ー
マ
ン
、市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
教
室
の
親
子
ら
約
六
十
人
が
参
加
し
、
市
農
業
委
員
会

（
太
田
昭市
会
長
）
が
遊

体
農
地
を
活
用
し
た
市
内
松
野
木
の
園
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
 

こ
の
活
動
は
平
成

十
五
年
度
か
ら
毎
年

行
わ
れ
、
今
年
も
五

月
に
参
加
親
子
ら
が
 

「大
き
く
な
あ
れ
」
 

と
魔
法
を
か
け

苗

を
定
植
し
た
も
の
で

す
。
次
々
と
出
て
く

る
大
き
な
イ
モ
に
子

ど
も
達
は
喜
び
、
掘

っ
た
自
慢
の
イ
モ
の

大
き
さ
を
比
べ
合
っ

て
い
ま
し
た
。
 

〇
金
木
社
交
ダ
ンス
同
好
会
（
櫛
引
義

雄
代
表
）
”
一
万
円
。
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

〇
M
E
G
O
さ
を
り
会
（
成
田
広
美利
 

ご
ざ
い
ま
し
た
ー
  

用
者
代
表
）
H
三
万
二
百
二
十
八
円
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

(
M
E
G
o祭
の
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
第
ニ
中
学
校
P
T
A

（長
 

〇
五
所
川
原
第
三
中
学
校
一
学
年
H
 

内
通
秋
会
長
）
H
五
千
円
（
文
化
祭
 

千
五
百
四
十
六
円
（
文
化
祭
一
学
年
 

の
益
金
）
。
 

展
示
品
の
益
金
）
。
 

雲
意
の
花
が
こ
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松 野 木

松 野 木 

福 	岡 

若 	山 

若 	山 

石 田 坂

石 田 坂 

戸 	沢 

戸 	沢 

豊 	成 

豊 	成 

長尾 	充 

長尾富三郎 

片岡 	稔 

間山武四郎

高谷貞太郎

斉藤 修一 

片岡 	勉 

対馬 	貢 

間山ひろ子 

今 	教幸 

工藤 	賢一一 

曙 	町 

曙 	町 

興隆・朝日

興隆・朝日

下 岩 崎

下 岩 崎

五 本 松

五 本 松 

岡田 佑子

封馬竹三郎

太田 庄二

鳴海 亮三

其田 富夫

笠井 正昭

其田シュン

其田 勇治 

栄 町 1 区

栄 町 2 区

栄 町 2 区

南 新 町

南 新 町

山道町・駅裏団地

山道町・駅裏団地

美 晴 町

昭 和 町

昭 和 町

神 明 町

神 明 町

朝日町 1区

朝日町 1区

朝日町 2区

金木北新町

金木北新町

小川町 1区

小川町 1区

金 木寺 町

小川町 2区 

小川町 2区 

米 	町 

米 	町 

金木川端町

金木川端町

芦 野 町 

浦 	町 

浦 	町 

新 富 町

新 富 町

若 松 町

若 松 町

見 崎 町

見 崎 町

三 軒 町

三 軒 町 

沢 	部 

沢 	部 

旭ケ丘 1区

旭ケ丘 1区

第2金木団地

第2金木団地

芦 野 団 地

芦 野団 地

朝 日 団 地

朝 日 団 地 
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下小 栗崎

下 小 栗 崎

上 派 立

上 派 立

中 派 立

中 派 立

上 新 町

上 新 町 

下 	新 	町‘木下きり子 

下 新 町

嘉瀬本 町

嘉 瀬本 町 

畑 	中 

畑 	中 

後 	町 

後 	町 

上 古 町

上 古 町

新堤町 2区 

新堤町 2 区 

伊藤 一瀧

伊藤 定美

沢田 清貴

白川 京子 

吉崎 	功 

山中テッエ

小松 テル

鳴海 君代 

沢田 節子

神島 敬

小倉秀四郎

斉藤 裕子

外崎 贋美

山中 久一

阿部 定由

鳴海 俊男

野宮 正ー 

山中 光子

大澗喜代美 

三 好 地 区 

鶴 	ケ 	岡 

鶴 	ケ 	岡 

鶴 	ケ 	岡 

藻 

藻 

藻 
藻 	川 

藻 

藻 
藻 	川 

藻 	川 

藻 

藻 

藻 
高 	瀬 

高 	瀬 

福 	井 

福 	井 

小野寿ー郎

長尾 義勝

開米仁次郎 

竹谷 勝彦 

野呂兼四郎

高橋 竹造 

田中 義悦

三浦 光明

小笠原義雄

小笠原 悦 

松 島 地 区 

	

吹 	畑 

	

吹 	畑 

唐 笠 柳

唐 笠 柳

唐 笠 柳 

	

石 	岡 

	

石 	岡 

	

石 	岡 

	

石 	岡 

	

石 	岡 

水 野 尾

水 野 尾

漆 

漆 

漆 

東 松 島

東 松 島

太 刀 打

太 刀 打 

	

挑 	崎 

	

挑 	崎 

	

尻 	無 

	

尻 	無 

	

石 	畑 

	

前 	庖 

	

中 	村 

	

馬 	性 

	

馬 	性 

野崎・金山

野崎・金山 

	

悪 	戸 

	

宮 	田 

	

冨 	田 

川 代 田

川 代 田 

	

米 	田 

	

． 	本 	柳 

木村 洋三

毛内 敬三

高橋 孝子

山口あき子

沢田 千春

渋谷 光繁 

寺田 	ー一一男 

寺田 清造 

ー戸喜三郎

寺田 秋栄

高橋 重元 

高橋 	衛 

渋谷 哲蔵

小田桐義明

木村 美雄

岩根美和子

井上 則枝

新谷 清蔵

山形 宝弘

葛西 秀一

伊藤 正春

太田 国康

奥山 政俊

小野 浩志

山内 伸一

村田 文雄

木村 アサ

対馬 昭夫

岩崎 鉄男

高橋 光夫

高橋 是清

渋谷 繁則

渋谷 隆志

外崎 秀美

太田 敏雄

対馬勝四郎 

中田 	尚志 

喜 良 市 地 区 

西 岩 見 町

西岩見 町

東 岩 見 町

東岩 見 町 

野 	崎 

野 	崎 

北 本 町

北 本 町

喜良市下派立

喜良市下派立

南 本 町

南 本 町

上 柏 木

下 柏 木

下 柏 木 

下 	町 

下 	町 

喜良市川端町

喜良市川端町

双 葉 町

双 葉 町 

桑田 救子

桑田あっ子

桑田喜代治

木田 昭二

佐藤 政一

田村キミエ

米谷 勝昭 

工藤 	仁 

大橋 和子 

米谷 	妙 

桜庭 昭三

三上 恭博 

今 	定義 

中村 利宗 

中村 	正 

今 	松衛 

今 	ひで 

今 雄一郎 

今 	義則 

田中コ．ウ子

大橋 容子 

中 川 地 区 
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沖 

沖 

桜 

桜 

中 

中 

種 

種 

田 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

山 

飯 詰 

飯 詰

田 

田 

泊 

泊 

井 

井 

外崎 清一

吉岡 正友

奈良岡照江

藤森栄次郎 

佐藤 	ミこ己 

藤森竹太郎 

舘山 	ッエ 

長尾 清一 

舘山 	淳 

松沢松太郎

片山サッコ

湊谷 徹也 

田中 	智 

古川ハナエ

笠井 順秋

笠井十三雄

外崎 温子

奈良岡フヂエ

古川 せ子 

相 内 地 区 

相 内 第 1 

相 内 第 1 

相 内 第 2 

相 内 第 3 

相 内 第 3 

相 内 第 3 

桂 	川 

桂 	川 

柏谷 一郎

三和 琢磨

山崎一六彦

三和 清平

米谷 由一

山内 守策

越野 清志

秋田谷 悟 

蒔 田 

上 蒔 田 

飯 詰 地 区 毘沙門・艮富地区 神 原 

坂 	ノ 	上 

坂 	ノ 	上 

南 	新 

南 	新 

北 	新 

新町・大町

新町・大町

新町・大町

伝助町・下町

伝助町・下町

大 正 町 

中 	下 

中 	下 

南 	下 

南 	下 

長 	坂 

長 	坂 

長峰 勝義

前田 利勝

伊藤鉄三郎 

和島 	キ枝 

和島 	弘 

斎藤 キミエ 

坂本 	元 

中村 孝一 

中谷 	トキ 

三浦 郁子

新岡 節子

岩田あき子

岩田 鈴江

坂本 叡史

賀谷 吉夫

中谷 和美

吉田 弘子 

毘 沙 門

毘 沙 門

旭・新 田 

旭・新 田 

中 	崎 

中 	崎 
共 	栄 

中野・川端

中野・川端

上 長 富

上 長 富

東 長 富

中 長 富 

佐藤 恵子

北川ミチエ

工藤 正哲 

江良 	保 

成田 文典

成田 昭則

山口 義直

三ケ田光弘

木村 久―

増田フミエ

蛸島 俊ニ

角田 勝栄 

白取 	好 

神 	原 

藤 枝 太 田 地 区 

藤 	枝 

藤 	枝 

太 	田 

太 	田 

丸山 武夫

木村 政邦 

川 倉 磯 松 地 区 

湯 の 川 

湯 の 川 

下宇田野l区 

下宇田野1区 

磯 	松 

磯 	松 

和島 隆義

藤田 三男 

脇 元 地 区 

」二 	脇 	元 

」二 	脇 	元 

下 脇 元

下 脇 元 

木津谷レイ子 

櫛引 	智恵 

石岡 和人

葛西 哲民 

嘉 瀬 

雲雀野団地

雲雀野団地 

冷 	水 

東 	町 

東 	町 

上 小 栗 崎 

E 小 栗 崎 

十 三 地 区 

金 木 地 区 十三仲の町町内会

十三仲の町町内会

十三まち町内会

十二まち町内会 

浜田 	リク 

亀田 幸美

工藤 伍郎

松木 芳子 

本 	町 

本 	町 

栄 lii 	I 区 

長尾 	進 

外崎 裕幸

下山 正美 

以 1:472名（敬称略） 
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置倉ちがこみ減量推進員で場弓協カをお願いし ，
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ごみ減量推進員は、ごみの減量化と適正処理を推進するために町内会に配置しております。 
ごみ減量推進員は、無償ボランテイアで各町内会の分別の指導等をして参りますので、指導を
受けた場合は指示に従い適正に出し直して＜ださい。なお、不明な点については環境対策課ま
でお問い合わせ＜ださい。 

任 期：平成18年10月1日～平成20年9月30日 
	

問い合わせ先 環境対策課 232・233 
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幾 島 町
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柏 原 町

柏 原 町

末 広 町

末 広 町 

今野 正春
木村 正友

木村 一磨
成田 繁則

山上 和美

高松まっ子

鳴海 麻子

木村 隆文

神 千代茂
尾崎 金雄 

和田 	タミ 
神 	レイ子 
高井 兵治
川村ヒデ子

佐々木幸雄

沢田 行雄
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目
目
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目
目
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目
目
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流
流

流
流

流
丘

丘

丘

沢
田
田

田
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野
目

目

目
沢
沢
子
子
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橋
山
山

山
山
町

町
立
立
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山
 

菊池 義孝
工藤 保麿

小山内 寿
野呂 文則

中村 亮吾

三浦まり子

諏訪 英一

藤森 茂賓

米深 四朗
小田桐良子
山谷 英三

木村 健三

鈴木 卓治
宮本 紀男

太田 春良

中田 則夫

高橋ショ子 

増富 	罵 

小山 英治

須藤 勇二 

笹木 	稔 
川浪 重三

加藤貴美子
山田キヌエ 
畠山 	豊 
小笠原慶子

赤堀美穂子 

世永 	星 
秋元ひづる
川股真美子 

町 	名 
寺町・岩木町
寺町・岩木町 

小 	曲 

小 	曲 

小 	曲 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

沼 	田 

錦 	町 

錦 	町 

若葉市営住宅
若葉市営住宅
西 若 葉

西 若 葉 

蘇 	鉄 

エヴアーランド蘇鉄

若 葉 県 営

若 葉県営
新 宮 町

新 宮 町
新 宮 町

新 宮 町
新 宮 町

新 宮 町

新 宮 町

新 宮 町

新 宮 町

若 葉 第 一

若 葉 第 一

下 平 井 町
下 平 井 町

下平 井 町
下 平 井 町
若 葉第 ニ
若 葉 第 二
十 川 町
十 川 町
さ っ き 町

さ っ き 町
敷 島 町

敷 島 町 

雛 	田 

雛 	田 
東 雲 町

東 雲 町 

旭 	町 

氏 	名 

柴谷 昭治
斎藤 柾治

佐藤あい子 

小倉 	尚 

一戸 豊明
金田武三郎 

辻 	守 

工藤 晶子

古川ミッエ
小林 正男

下山 春代

茶谷 利勝 

成田 	泉 

蒔田 	栄 

三浦 恒雄 

秋元 	了 

川瀬紀美子

上見 勝行

古川 光義

成田 静江 

開米 	ッャ 
津川 和久

八木沢寿明
工藤 一二

佐藤 誠治

小野 っ倉

杉山 勝信

山川みどり
原 久美夫 

原 	清秀 

山形 	潔 

原 	まっい 

原 	功 

桜庭 保治

古川 孝造

木村百合子

白取 孝一 

木村 	豊 

小川 忠明
磯辺 勇司

成田武津昭

高杉 秀雄
葛西 文夫
伊藤 末吉 

田中 	さっ 
鳴海 信子

松江レイ子
小関 光雄

木村 宜弘
成田 正昭

平山 昭三 
関 	宏行 
佐藤真理子
渋谷 良子 
金川 	清 

田 	闘 	町 

田 園 町 

田 	闘 	町 

田 園 町

松島町5丁目

松島町5丁目

松島町1丁目

松島町l丁目

松島町7丁目
松島町7丁目
松島町2・3丁目
松島町2・3丁目

青 葉 町

青 葉 町

松島町8丁目
松島町8丁目
松島町6丁目
松島町6丁目
松島町6丁目
松島町4丁目 
松島町4丁目 

	

栄 	封 

湊 

湊 

湊 
姥 	落 

姥 	落 

マイタウン船橋

マイタウン船橋 
三 	ッ 	谷 
三 	ッ 谷 

稲 	実 

稲 	実 

稲 	実 

稲 実 団 地

稲 実 団 地 

柳 	沼 

柳 	沼 

米 	崎 
米 	崎 
広 	田 
広 	田 
藤 浦 団 地 

南 	出 也 	区 

川 端 町

川 端 町
川 端 町 

本 	町 

本 	町 

新 	町 

新 	町 

元 	町 

元 	町 

第 二 柳 町

成 田 町

平 和 町
平 和 町

日 の 出 町

不 魚 住

田町・栄町

田町・栄町 

田町・栄町 

千 	鳥 

千 	鳥 
千 	鳥 

千 	鳥 
千 	鳥 
千 	鳥 
千 	鳥 
千 	鳥 
八 重 菊

八 重 菊

はるにれ町

はるにれ町

はるにれ町

はるにれ町
はるにれ町
湊 団 地 

鳥 	森 
鳥 	森 

高満 繊夫
鶴谷 ー志 

鰐田 	清 

竹鼻 文子

高橋 あい
尾津 満雄

堀内 貞俊

和島 定道 

斉藤 	剛 

葛西 正明

笹森のり子
片山 正七

葛西 和行

西村 速雄

春藤 義三

岩 田 一 清

飛 嶋元俊

江 良 正 春

高橋真津江

田戸岡貴章 

桜庭 	トシ 

灘谷 一代

新谷 鈴花

山内ひとみ
小田桐二1，キ 

渋谷 	誠 
太田 義春 

神 	泰子 
原田 贋次 

木村 	健 

平山 	勉 

山形 清徳 

佐藤 	稔 

相馬 雄二 
石井 	昭 二 

米谷美午(Iif 

地 区 

竹谷 政美
前田 策司

福士 松雄
地 区 

福士 	実 
福士 	茂 

新谷今朝雄 

今 	一雄 
大坂 文恵

阿部 シセ
山内 鉄雄 

伊藤 	博 

伊藤 徹雄

横深 章彦
工藤 義則 
地 区 

石岡 道也
小田桐秀昭

土岐 儀実

長尾 富雄

伊藤 準一 

神山 	勲 
岡田ッョエ

土岐 睦子

松野 博勝

葛西 久俊 

7 	平成18年11Jj I 日 	五所川原市役所 智35-2111 
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立
倭
武

多
の
館
 

西
北
五

物
産
フ
エ

ア
 

皿
（
3
8)3
2
3
2
 

ー

I

上
 
旬
 

ー

Iお
知
らせ
 

     

H
今
月
の
相
談
日
H
 

一
各
種
相
談
を
お
受
け
して
い
ま
す
。
 

一
 

お
気
軽
に
ご
利
用
＜
だ
さ
い
。
 

 

⑥
行
政
・
人
権
合
同
相
談
 

皿
（
5
3)
21
1
1
 内
線
1
2
6
 

●

1
1月
2
2日
困
 
1
0時
、
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
7
 

●

1
1月
9
日
困
 
m
時
、
1
2時
 

1
1月
2
2日
困
 
1
3時
、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政相
談
委
員
 

 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
  
（
ノ」
（
。
 

【
 

相
続
税
・
贈
与
税
、所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
1
7日
囲
 
9
時
3
0分
5
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

西
北
地
方
健康
福
祉
こ
ども
セ
ソタ
ー
 

（
保
健部
）
保
健
予
防
課

皿
（3
4)
21
0
8
 
献
（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
人
間
関
係
が
う
ま
 
 

く
い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄

り
の
ひ
ど
い
も
の
忘
れ
な
ど
の
相
談
を

専
門
の
医
師
が
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
1
0日
圏
 
1
3時

、
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
界

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

平
成
1
9年
度
（
4
月
入
所
）
 

保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

内
線
2
4
8
 

◇
受
付
場
所
 

・

市
役
所
北
棟
1
階
家
庭
福
祉
課
児
童

家
庭
係
 

・

金
木
総
合
支
所
1
階
福
祉
係

皿
（5
3)
2
1
11
 
内
線
1
3
0
 

・

市
浦
総
合
支
所
保
険
福
祉
係
 

皿
（6
2)
21
1
1
 内
線
3
4
 

◇
受
付
開
始
 
1
1月
2
0日
回
 

◇
受
付
締
切
 
1
2月
2
2日
囲
 

締
切
り
後
で
も
随
時
受
付
し
ま
す
。
 

た
だ
し
保
育
所
の
定
員
に
余
裕
が
な
い

場
合
、
期
間
内
の
受
付
で
あ
っ
て
も
入

所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
りま
す
。
 

※
申
込
書
は
各受
付
場
所
及
び
各
保
育

所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、
 

保
育
所
に
よ
っ
て
は
、
障
害
児

（軽

度

・
中
度）
も
入
所
で
き
ま
す
。
な

お
、
各
保
育
所
の
情
報
も
児
童
家
庭

係
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
8年
度
母
子
寡
婦

福
祉
資
金
（
修
学
資
金
等
）
 

予
約
貸
付
の
受
付
 

内
線

2
4
9
 

◇
対
象
者
 
経
済
的
に
困
難
な
事
情
に

あ
り
、
平
成
1
9年
4
月
に
高
等
学
校

等
に
進
学
ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所

を
希
望
す
る
者
を
現
に
扶
養
し
て
い

る
配
偶
者
の
い
な
い
女
子
等
 

◇
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金
 

①
就
学
支
度
資
金
 

②
修
学
資
金
 

③
修
業
資
金
 

◇
貸
付
に
関
す
る
提
出
書
類
 

①
申
請
書
 
②
保
証
人
の
保
証
書

③
貸
付
申
請
者
の
戸
籍
謄
本
 
④配

偶
者
の
な
い
女
子
で
あ
っ
て
現
に
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る

書
類
 
⑤
家
計
費
申
告
書
 
⑥
進
学

証
明
書
（
在
学
し
て
い
る
学
校
か
ら

の
証
明
書
）⑦
経
費
申
告
書
 
⑧
ロ

座
振
替
申
出
書
 

※
提
出
書
類
は
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭

係
、
金
木
総
合
支
所
福
祉
係
、
市
浦

総
合
支
所
保
険
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。
 

※
詳
細
に
つ
い
て
お
間
い
合せ
は
西
北

地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
福

祉
調
整
課
m
(3
5)
2
1
56
ま
で
。
 

◇
提
出
締
切
 
1
2月
1
5日
団
 

※
期
限
後
も
随
時
貸
付
申
請
を
受
付
け

し
ま
す
。
 

1
1月
は

「児
童
虐
待
 

防
止
推
進
月
間
」
 

お
母
さ
ん
ー
ひ
と
り
で
 

悩
ま
な
い
で
ー

・
 

内
線

2
4
7
 

子
ど
も
の
虐
待
に
は
、身
体
的
虐
待
、
 

性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
養
育の
拒

否
や
放
棄
）
、心
理
的
虐
待
が
あ
り
ま

す
。
虐
待
は
、
親
が
地
域
社
会
か
ら
孤

立
し
て
い
る
時
起
こ
り
が
ち
で
す
。
そ

ん
な
時
、
家
族
や
近
隣
・
知
人
に
助
け

て
も
ら
う
、
地
域
の
公
共
機
関
に
相
談

す
る
な
ど
、
少
し
の
き
っ
か
け
が
問
題

の
解
決
に
繋
が
り
ま
す
。
地
域
で
も
、
 

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
理
解
と
適
切

な
協
力
が
必
要
で
す
。
 

◇
相
談
窓
口
 
児
童
家
庭
係
 

西
北
五
地
域
の
農
海
産
物
を
一
堂
に

集
め
た
物
産
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
3
日
働
、
4
日
田
 
1
0、
1
5時

立
侯
武
多
の
館
 
1
階
 

◇
参
加
市
町
 
五
所
川
原
市
、
つ
が
る

市
、
板
柳
町
、
鶴
田
町
、
中
泊
町
、
 

鯵
ケ
沢
町
、
深
浦
町
 

※
両
日
と
も
正
午
か
ら
先
着
1
0
0
名

様
へ
「
し
じ
み
汁
」
を
無
料
サ
ー
ビ

ス
し
ま
す
。
 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
 

国
保
年
金
課
 
内
線2
1
1
5
21
3
 

平
成
1
8年
I
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か

ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
招
年
中
に

毎
月
納
め
た
保
険
料
の
ほ
か
に
、
過
去

の
期
間
分
で
、
未
納
や
免
除
を
受
け
た

分
を
平
成
1
8年
中
に
納
め
た
保
険
料
額

に
な
り
ま
す
。
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
は
、
保
険
料
の
支
払
い
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
 

そ
の
際
は
、
社
会
保
険
庁
よ
り
1
1月
初

旬
に
発
行
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料

（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
や
領

収
書
な
ど
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い

（1
0月
以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
2
 

月
初
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
る
予
定

で
す
）
。
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
 

m
o
l
7
2
(2
7)1
3
3
8
ま
で
お
間

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

,
 

⑨
 



石
綿
業
務
に
従
事
し
た
 

離
職
者
に
対
す
る
 

特
別
健
康
診
断
事
業
 

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
衛
生
課
 

m
o
l
7
(
73
4
)
41
1
3
 

助
労
災
年
金
福
祉
協
会
 

青
森
労
災
年
金

相
談
所
 

0
1
7
(
7
3
4
)
7
5
7
1
 

TEL 「労
災
補
償
に
つ
い
て
 
ノ
 

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 
内
線
3
5
5
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、
 平

成
1
8年
分
 

年
末
調
整
説
明
会
 

矛

所
川
原
税
務
署
法
人
課
税
部
門
 

皿
（
3
4)
3
2
7
9
 

平
成
1
8年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
7日
団
 

・

1
0時
、
1
2時
 

五
所
川
原
市
（
金
木
・
市
浦
地
区
を
 

除
く
法
人
）
 

・

1
3時
3
0分
5
1
5時
3
0分
 

五
所
川
原
市

（個
人
）
 

五
所
川
原
市

（
金
木
・
市
浦地
区
）
 

中
泊
町
 

◇
会
場
 
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
小
ホ
ー
ル
 

※
出
席
の
際
は
、事
前
に
郵
送
さ
れ
て
い
 

る
関
係
書
類
を
持
参
して
く
だ
さ
い
。
 

、
 

ノ
 

「
奈良
岡
正
夫
展
」
を
 

開
催
し
て
い
ま
す
 

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
 

皿
（
5
3)
21
1
1
 
内
線
3
2
0
 

美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
弘
前

市
出
身
の
奈
良
岡
正
夫
画
伯
の
絵
画
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
出
品
作
品
に
は
、
 

去
る
9
月
2
6日
に
山
田
春
雄
氏
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
7
作
品
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
「ヤ
ギ
の
画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
、
 

動
物
や
津
軽
地
方
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ

に
独
自
の
画
風
を
築
き
上
げ
た
奈
良
岡

画
伯
の
作
品
を
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
 
 

●

1
9年
1
月
1
4回
ま
で
 

立
侵
武
多
の
館
2
階
 
美
術
展
示
ギ
 

ャ
ラ
リ
ー
 

、
 
ノ
 表

示
登
記
無
料
相
談
会
 

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
 

皿
0
1
7
(7
2
2
)
3
1
7
8
 

土
地
家
屋
調
査
士
は
、
表
示
登
記

・

筆
界
特
定
手
続
の
専
門
家
です
。
あ
な

た
に
か
わ
っ
て
登
記
や
筆
界
特
定
手
続

を
代
行
い
た
し
ま
す
。
 

土
地
一の
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
 

そ
の
他
の
建
物
や
土
地
に
関
し
て
も
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

1
1月
1
9日
目
 
1
0時

、
1
5時
3
0分

青
森
会
場
…
ア
ウ
ガ
5
階
 
研
修
室

弘
前
会
場
…
弘
前
市
民
会
館
 

2
階
 
会
議
室
 

※
当
日
は
、
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
も

行
い
ま
す
。
 

調
査
士
会
館
事
務
局
 

皿
0
1
7
(
72
2
)
3
17
8
 

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
 

五
所
川
原
市
生
涯
ス
ポー
ツ
推
進
協
議
 

会
 
皿
（5
3)
21
1
1
 内
線
3
1
3
 

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
ご
家

族
・
友
人
・
職
場
の
グル
ー
プ
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
8日
田
 
受
付
8
時
3
0分
 

開
会
式
9
時
 
市
民
体
育
館
 

◇
公
開
競
技
 

①
キ
ン
ボ
ー
ル
 

②
室
内
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

③
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
 

④
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
 

⑤
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
 

●

1
1月
2
2日
困
 
1
2時
、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
の
梅
で
作
っ
た
 

過
去
に
石
綿
を
製
造
し
、
ま
た
は
取

り
扱
う
作
業
に
従
事
し
、
事
業
場
の
廃

業
等
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
石
綿
健
康

診
断
を
受
診
で
き
な
い
退
職
者
に
対
し

て
、無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 
次
の
項
目
す
べ
て
を
満
た

し
て
い
る
方

（
申請
さ
れ
た
方
全
員

が
受
診
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
）
。
 

①
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
。
 

②
初
回
ば
く
露
か
ら
m
年
以
上
経
過
し
 

④
石
綿
に
係
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有

し
て
い
な
い
。
 

◇
受
付
期
間
 
1
1月
1
7日
囲
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ
先
 
申
請
に
際
し
、
事

前
に
申
請
書
を
入
手
し
、
申
請
者
ご

本
人
が
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

・

助
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
青
森
県
支

部
 
皿
0
1
7
(
73
6
)8
9
5
5
 

労
災
補
償
全
般
に
関
す
る
各
種
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。労
災
保
険
の
こ
と
、
 

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

労
災
の
年
金
、
介
護
、
生
活
問
題
、
 

仕
事
の
疲
れ
か
ら
来
る
健
康
や
精
神
的

な
悩
み
、
過
労
死
な
ど
の
相
談
に
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
秘
密
は
厳
守
。
相
談
は
無
料
。
 

「労
働
者

・
事
業
主
の
皆
様

ー
 

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

労
働
局
が
お
手
伝
い
し
ま
す
 

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室
 

皿
0
1
7
(
7
3
4
)
4
2
1
2
 

無
料
の
「
個
別
労
働
紛
争
解
決
援
助

制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑨
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
の
間
の
解

雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
セ
ク
ハ

ラ
等
の
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
紛
争

を
対
象
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

※
詳
細
は
青
森
労
働
局
総
務
部
企画
室
、
 

ま
た
は
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督
署
 

〔
皿
（3
5)
2
3
0
9〕
総
合
労
働
相
談
 

コ
ー
ナ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
tpミ
昌
芝
国・
ユoョ
o
 

r
i・で
子・
叩o・jp、s
e
i
d

o、s
e
i
d

o
oI・
一l
t一11一
 

「親子山羊」FlOo号 

⑥
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

て
い
る
。
 

そ
の
他
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
紹
介
。
 

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事

※
当
日
会
場
で
参
加
を
受
け
付
け
ま
 
業
場
が

廃
業
や
倒
産
、
退
職
者
に
対

す
。
参
加
無
料
で
す
。
 

す
る
健
康
診
断
を
拒
否
等
の
理
由
で

小
学
生
以
下
の
お
子さ
ん
に
は
参
加
 
石

綿
健
康
診
断
を
受
診
で
き
な
い
状
 

賞
が
あ
り
ま
す
。
 

況
に
あ
る
。
 

梅
漬
け
、
豆
腐
、
み
そ
、
漬
け
物
な
 

・
助
八
戸
市
総
合
健
診
セ
ン
タ

ー
 

ど
手
作
り
の
加
工
品
が
多
数
 

皿
0
1
7
8
(4
5)
9
13
1
 

一
 



平
成
1
9年
 
成
人
式
 

「
は
た
ち
の主
張
発
表
者
」
 

「
スタ
ッ
フ
協
力
者
」
募
集
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
 

皿
（
5
3)
21
1
1
 
内
線
3
1
8
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当
市
で
は
、
は
た
ち
を
迎
え
立
派
な

社
会
人
と
し
て
飛
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祝

し
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
 

市
内
の
対
象
者
に
は
、
1
2月
上
旬
に

は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。
学
校
や
仕
事

の
都
合
で
市
外に
居
住
し
て
い
る
当
市

出
身
者
の
方
の
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
 

1
2月
よ
り
受
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

は
た
ち
の
主
張
 

発
表
者
募
集
 

成
人
式
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
テ

ー
マ
 
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、決
意
な
ど
。
 

◇
発
表
時
間
 
約
3
分

（原
稿
用
紙
3
 

枚
程
度
）
 

◇
応
募
期
限
 
1
2月
8
日
囲
 

ス
タ
ッ
フ
協
力
者
募
集
 

当
日
の
受
付
・
会
場整
理
な
ど
協
力

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
主
催
者
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
裏
方
の
大
切
さ
を
勉
強
す
る

こ
と
も
必
要
で
す
。
 

◇
応
募
期
限
 
1
2月
8
日
囲
 

平
成
1
9年
 
成
人
式
 

●

1
9年
1
月
7
日
回
 
1
4時
5
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
対
象
 
昭
和
6
1年
4
月
2
日
か
ら
昭
 

和
6
2年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

方
 

「納
税

作
品
を
展
示
 

J
 

青
森
県

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

五
所
川
原
地
区
支
部

皿
（
3
4)
2
1
1
1
 
内
線
2
1
1
 

税
を
考
え
る
週
間

（1
1月
1
1日
、
1
7
 

日
）
に
あ
わ
せ
五
所
川
原
市
内
及
び北

津
軽
郡
町
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
 

「税
」
に
関
す
る
入
選
作
品
（
習
字

・

ポ
ス
タ
ー
・
作
文）
を
展
示
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
1日
田
、
1
2日
目
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
l
階
専
門
店
入
 

口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
下
付
近
 

平
成
1
8年
度
青
森
県

視
聴
 

覚

・
情
報
教
育
研
究
大
会
 

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
 

B
O
l
7
(
73
9
)1
2
6
0
 

献
0
1
7
(
73
9
)1
2
7
9
 

m
~
m
ai一【ko
I
i

」

a
na
ka
l回
p
re
f・a
o
m
o
r

ニ
g
jp
 

学
校
や
社
会
教
育
現
場
に
お
け
る
メ

デ
ィ
ア
利
用
学
習
と
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
いま
す
。
 

◇
参
加
対
象
 

①
学
校
関
係
職
員
 

②
社
会
教
育
・
教
育委
員
会
関
係
職
員

③
公
民
館
、
青
年
の
家
、
少
年
自
然
の

家
等
社
会
教
育
施
設
職
員
 

④
各
種
教
育
団
体
、
生
涯
学
習
関
連
の

団
体
・
サ
ー
ク
ル
関
係
者
、
学
習
者
 

●

1
1月
1
4日
因
 
1
0時
、
巧
時
4
5分

◇
会
場
／
行
事
 

（
第I
会
場
）
オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

1
3時
3
0分
よ
り
／
総
合開
会
式
、
記

念
講
演
、
総
合
閉
会
式
 

（
第2
会
場
）
つ
が
る
市
立
穂
波
小
学

校
／
小
学
校
研
究
部
会
 

（
第3
会
場
）
五
所
川
原
地
域
職
業訓

練
セ
ン
タ
ー
／
中
学
校
研
究
部
会
 

（
第4
会
場
）
中
央
公
民
館
／
高
等
学

校
研
究
部
会
、
社
会
教
育
研
究
部
会

＊
第
2
、
4
会
場
で
1
0時
5
1
2時
に
実

践
発
表
や
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
当
セ
ン
タ

ー
 

へ
の
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
 

福
祉
の

仕
事
 

一
日
移
動
相
談
 

弘
前
福
祉
人
材
バ
ン

ク
 

皿
0
1
7
2
(
3
6)1
8
3
0
 

福
祉
の
職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象

に
、
就
職
相
談
、
福
祉
人
材
登
録
や
福

祉
資
格
の
取
得
方
法
な
ど
一
日
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
 

●

1
1月
1
5日
困
 
9
時
、
1
5時

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
 

簡
単
に
で
き
る
も
の
づ
く
り
を
体
験

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
技
術
専
門
校

の
訓
練
内
容
に
理解
と
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 

●

1
1月
1
7日
囲
 
9
時

、
1
2時

①
溶
接
科
 
焼
き
肉
鉄
板
の
製
作

②
建
築
科
 
鉢
上
げ
台
の
製
作

③
配
管
科
 
プ
ラ
ン
タ
ー
台
の
製
作

※
安
全
に
作
業
が
で
き
る
服
装
と
ズ
ッ

ク
等
が
必
要
で
す
。
作
品
は
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。
 

◇
定
員
 
各
コ

ー
ス
2
0名
・
先
着

◇
申
込
方
法
 
1
1月
7
日
因
か
ら
1
4日

因
ま
で

（
土
・
日曜
日
を
除
く
9
時
 

、
比
時
3
0分
）
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

働
＜
婦
人
の
家
 

生
活
講
座
受
講
生
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
 
皿
（
3
5)
8
8
9
8
 

洋
食
料
理
教
室
（
ロ
ー
ス
 
ビ
ー
フ
 

プ
ロ
が
教
え
る
口
ー
ス
ト
ビ

ー
フ
の

味
を
オ
ー
ブ
ン
を
使
い
家
庭
で
再
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

1
1月
2
1日
因
 
9
時

、
1
2時
 

◇
講
師
 
平
山
幸
保
先
生
 

◇
持
ち
物
 
ェ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
 

筆
記
用
具
 

◇
募
集
人
員
 
2
4人
 

◇
参
加
費
 
無
料
（た
だ
し
、
材
料
費
 

1
0
0
0
円
前
後
の
負
担
あ
り
）
 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
2
日
前
ま
で
に
お
願
 

い
し
ま
す

（
前日
・
当
日
の
キ
ャ
ン
 

セ
ル
は
材
料
費
を
頂
き
ま
す
）
。
 

へ自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
ノ
 

2
等
陸
二
母
・
空士
（男
子
）
 

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
五
所
川

原
地
域
事
務
所
 
皿
（3
5)
2
30
5
 

◇
募
集
項
目
 
白
衛
官
2
等
陸
・
 

空
士

（男
子
）
 

◇
応
募
資
格
 
平
成
1
9年
4
月
ー
日
現
 

在
、
1
8歳
以
上
2
7歳
未
満
の
男
子
 

◇
受
付
締
切
 
1
2月
1
日
囲
 

◇
試
験
 
1
2月
1
0日
回
 

会
場
は
、
申
込
み
に
よ
り
受
験
者
本
 

人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◇
申
込
先
 
五
所
川
原
地
域
事
務
所
 



五
所
川
原
市
 

自
閉
症
児
・
者
を
も
つ
親
の
会
 

皿
（3
3)
0
2
7
9
 スタ
ジ
オ
ビ

ー
タ
 

窮

3
回
 
西
ル
ル
ー
 
拓
］一×
一
 

《
一に一
ー、
に
且
」
 一
 
」コ
ー
 コ
ー
 山
】封
に
し
」
 

自
閉
症
勉
強
会
 

五
農
高
生
徒
の
 

心
が
こ
も
っ
た
味
と
 

香
り
を
お
届
け
し
ま
す
 

代
表
ニ
ニ好
郵
便
局
 
皿（3
6)
2
21
0
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
 

m
(
3
7)
2
1
2
1
 
高
野
 

室
内
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
 

参
加
者
募
集
 

皿
（
3
4)
3
1
8
8
 
角
田

ま
っ
た
く
初
め
て
の
方
、
運
動
不
足

の
方
な
ど
親
切
・
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
 

●

1
1月
1
8日
田
か
ら
毎
週
土
曜
日
 

1
9時
、
2
1時
 

市
民
体
育
館
 

◇
参
加
料
 
月
3
0
0
0円
 

◇
申
込
み
 
初
日
から
参
加
随
時
受
付
 

し
て
い
ま
す
。
 

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
 

で
、
運
動
の
で
き
る
格
好
で
気
軽
に
 

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

自
閉
症
に
つ
い
て
勉
強
会
を開
催
し

ま
す
。
実
際
に
自
閉
症
児
・
者
と接
し

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
う

で
な
い
方
も
、ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
7日
囲
 
1
8時
3
0分
5
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
「も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
 

自
閉
症
の
こ
と
」
 

◇
参
加
料
 
5
0
0
円

（
定員
8
0名
）
 

ら
申
込
締切
 1
1月1
0晶
 

日
曜
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
 

し
う
ら
ク
ラ
フ
ト
愛
好
会
 
杉
村
 

m
(
6
2)
24
1
0
 火
・木
曜
日
の
み

皿
（
6
2)
3
4
7
3
 
火
・木
曜
日
以
外
 

地
場
産
品
の
ひ
ば
等
を
使
い
木
工
体

験
。
懇
切
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。
 

●

1
1月
吃
日
同
、
1
9日
回
、
2
6日
目
 

9
時

、
1
6時
の
う
ち
1
時
間
程
度

五
所
川
原
市
木
材
工
芸
セ
ン
タ

ー
 

（相
内
岩
井
）
※
事
前
予
約
が
必
要
。
 

◇
対
象
 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
 

◇
内
容
 
簡
単
な
キ
ッ
ド
製
品
の
組
み

立
て
…
ベ
ン
チ
型
c
D
ラ
ッ
ク
、
キ

ヤ
ン
ド
ル
ス
タ
ン
ド
、小
物
入
れ
等

◇
費
用
 
1
5
0
0
円
（
材
料費
込
み
）
 

※
こ
の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
製
作

希
望
者
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
 

2
フ
フ
ト
愛
好
会
で
は
一
緒
に
木工

を
楽
し
む
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
生
徒
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て

た
花
の
詰
め
合
わ
せ
、
米
・
り
ん
ご
・

ジ
ャ
ム
の
詰
め
合
わ
せ
を
“
ゆ
う
パ
ッ

ク
ー
で
お
送
り
し
ま
す
。
 

飯
詰
住
民

協
議
会
 

皿
（
3
7)
2
1
7
3
 
中
谷
 

栄
幸
園
祭
 

栄
幸
園
 
皿
（
2
8)
2
2
8
8
 

催
物
や
模
擬
店
、
豪
華
景
品
の
抽
選

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

1
1月
1
2日
目
 
1
0時

、
1
4時
3
0分
 

パ
ソ
コ
ソ基
礎
・検
定
講
座
 

N
P
〇
法
人
ふ
れ
あ
いネ
ッ
ト
五
所
川

原
 
m
o
8
0
(
55
5
1
)
8l
o
o
 

甲
ョ
か
」一np
o・fu
r
e
a
ine
t・m⑨
e
z
w
e
b

・ne・
」ロ
 

飯
詰
住
民
協
議
会
で

rN
O
O
6
飯

詰
秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
1月
4
日
田
 
9
時
5
1
7時
 

5
日
回
 
9
時

、
1
5時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

◇
催
物
 
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ット
、
百
円
 

シ
ョ
ッ
プ
、
農
林
産
物
販
売
、絵
画
・
 

色
紙
・
写
真
・
書道
・
手
芸展
な
ど
。
 

之
 

①
フ
ラ
ワ
ー
ギ
フ
ト
 

シ
ク
ラ
メ
ン
5
号
鉢
を
2
鉢

（
花色

が
異
な
る
2
種
類
）
。価
格
1
9
0
 

0
円

（
全
国
均
一
郵
便
送
料・
消
費

税
込
み
）
8
o
o個
限
定
販
売
。
1
1
 

月
1
0日
発
送
予
定
。
 

②
五
農
ゆ
う
パ
ッ
ク
 

つ
が
る
ロ
マ
ン
5
鵬
紙
マ
ル
チ
栽
培
、
 

無
袋
ふ
じ
8
5
1
0個
、
赤
、
い
り
ん

ご
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
イ
チ
ゴ
ジ
ャ

ム
詰
め
合
わ
せ
各
1
個
。
価
格
4
0
 

0
0
円
（
全
国
均
一
郵
便
送
料
・
消

費
税
込
み
）
3
0
0
個
限
定
販
売
。
 

1
2月
上
旬
発
送
予
定
。
 

※
申
込
用
紙
等
は
市
内各
郵
便
局
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

中
山
干
夏
講
演
会
 

『
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
』
 

5
私
の
表
現
活
動
と
 

絵
本
創
作
ー
 

北
地
方
教
育
会
館
皿
（
3
5)
20
8
8
 

中
山
千
夏
…
舞
台
で
天
才
子
役
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
後
、
俳
優
、
歌
手
、
 

作
家
と
し
て
活
躍
。
絵
本
の
創
作
に

挑
戦
し
『
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
』
 

は
日
本
絵
本
賞
を
受
賞
、
1
0万
部
を

売
り
上
げ
る
。
 

●

1
1月
2
0日
囲
 
開
場
1
7時
 

開
演
1
8時
 
（
入場
無
料
）
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
パ
ー
テ
ィ
ー
ル
 

ー
ム
 
 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
 

●

1
1月
2
9日
5
l
月
1
2日
の
水
・
金
曜
 

日
（
全
1
0回
、
定
員
2
0名
）
 

◇
費
用
 
受
講
料
 
1
6
0
o
o
円
 

教
材
費
 
1
3
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
検
定
講
座
 

コ
ン
ピ
ュー
タ
サ
ー
ビ
ス
 

技
能
評
価
試
験
ワ
ー
プ
ロ
部
門
3
級
 

●

1
1月
2
8日

、
1
月
1
1日
の
火
・
木曜

日

（
全1
0回
、
定
員
2
0名
）
 

◇
検
定
日
 
1
9年
1
月
1
3日
田
 

◇
費
用
 
受
講
料
 
1
8
0
0
0円

教
材
費
 
2
6
0
0
円

受
験
料
 
5
1
0
0
円
 

⑥
申
込
み
 
n
月
1
0日
囲
ま
で
に
電
話

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
「
郵
便
番
号
、
 

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
」
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
を
郵
送
し
ま
す
。
 

◇
会
場
 
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練セ

ン
タ

ー
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部

特
別
月
間
 
1
1/
3
11
2/
3
 

「か
な
ぎ
」
の
こ
と
、お
ん
べ
で
ら
が
？
 

事
務
局
 
皿
（5
3)
2
0
2
0
 
今
 

◇
会
場
津
軽
三
味
線
会
館
開
演
1
8時
 

●

1
日
目

1
1月
3
日
団
講

演
…
「
全

国
か
ら
見
た
金
木
と
太
宰
治
」
木
下

巽
氏
、映
画
…
「斜
陽
の
お
も
か
げ」
 

●

2
日
目
 
1
1月
m
日
囲
 
作
品
朗
読

…
「
雀
こ
」
お
話
サ
ー
ク
ル
す
ず
め

つ
こ
、
映
画
…
「
愛
ゆ
え
の
孤
独
 

、
太
宰
治
の
世
界
 
押
切
も
え
が
辿

る
斜
陽
の
時
」
 

●

3
日
目
 
1
1月
1
7日
圃
 
講
演
・
・
・
 

「日
本
の
民
族
音
楽
と
し
て
の
津
軽
 

11一
味
線」
大
像
和
雄
氏
、映
画
…
「オ
 

ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
」
 

※
「
斜
陽
館
」
米
蔵
で
は
、
「金
木
太

宰
顕
彰
活
動
」
を
開
催
し
ま
す
。
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五所川原市議会議員 

一般選挙 

立候補予定者説明会 
平成19年 1月21日執行の五所川原市議会議員一般

選挙の立候補届出などについての説明会を、次のと

おり行います。立候補届出や選挙運動および選挙公

営の手続きなどについて説明し、関係書類を配布い

たしますので、立候補関係者は出席してください。 

☆日 	時 平成18年11月14日因 午後2時 

☆場 所 五所川原市字ーツ谷503番地5 

五所川原地域職業訓練センター 

1階大会議室

☆問い合わせ先 五所川原市選挙管理委員会

内線492--493 
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津
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所
I
I
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域
職
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駐
車
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地域雪寄 

 

鴬 

  

     

土木課 管 理 係 内線304・306 
金木総合支所建設課 TEL 53-2111 内線211・212 
市浦総合支所建設課 TEL 62一 2111 内線23・24 

市では、住宅密集地に空き地を所有されている方のご

協力により、付近住民が投雪できる雪寄せ場として貸し

付けした場合、固定資産税の一部を減免する『地域雪寄

せ場事業』を平成16年度から実施しています。 

【条 件】 

①町内会に雪寄せ場として、無償で

土地を貸すこと。 

②町内会と使用貸借契約書を締結

すること（契約書は市で用意

します）。 

③地域住民が広く利用でき

る場所であること。 

④期間は原則として、その年 

の12月1日から翌年3月31日までの4カ月間。 

⑤雪寄せ場の管理と期間終了後の清掃は、町内会で行う

こととします。 

【固定資産税の減免割合】 

雪寄せ場部分の固定資産税の3分のIを減免。 

【申請方法】 

①申請したいと思う方は、雪寄せ場として使用できる候

補地がある場所の町内会長に申し出て申請書を受け取

り、必要事項を記入の上、町内会長に提出してくださ

い。それを受けて市で候補地の審査をしたのち町内会

長に審査結果を連絡しますので、適合の方は町内会長

と契約書を取り交わしてください。 

②申請書の受付期間は11月 1日困から30日困までで

す。 

津軽広域農業共済組合果樹課 TEL 33-1513 

毎年のように台風が本県に接近し、りんごの落果被害

が発生しています。りんご農家の経営安定のために、平

成19年産りんご共済への加入をお勧めします。 

◇加入方式 次の4つの中から自分の園地条件に合った

方式を選ぶことができます。 

①被害選択方式（特定危険方式）・・・風による落果被害だけ

が対象となるものや、ひょうや霜による被害をセット

にしたものがあります。いずれも、加入園地全体の2 

． 割を超える被害から共済金支払いの対象となります。 

②園地ごと被害選択方式（樹園地単位方式）・・・被害選択方

式同様の被害対象で、加入園地ごとに 3割を超える被

害から共済金支払いの対象となります。 

③総合方式・・・風・ひょう・霜・その他の自然災害から病虫

害、鳥獣害などほとんどの被害に対応し、加入園地全

体の3割を超える被害から共済金支払いの対象となり

ます。 

④園地ごと総合方式・・・総合方式同様の被害対象で、加入

園地ごとに4割を超える被害から共済金支払いの対象

となります。 

◇被害の計算方法 いずれの加入方式も、早生・中生・

晩生に分けて共済金を計算します。 

◇掛金と補償金額 りんごの品種や加入方式ごとに、金

額は異なります。 

◇加入の受付 

・①、②の方式・・・平成18年12月I日から（19年産が対

象になります） 

・③、④の方式・・・平成19年 6月 5日から（20年産が対

象になります） 

五所川原市役所 B35一2111 	平成18年11月 1日 I2 



管財課・土地開発公社 皿35-2111 内線472・473 

金木中学校 

ぐと誓 

国道101号 --, 
至青森 

至 

喜I 

脚
N
c
z
ハ
レル
 

スーパーストア

五所川原店 

GS 

至
市
営
住
宅
 

A
ー
 
ー
 

東
芝
メ
デ
ィ
ア

機
器
脚
工
場
 

国道101号 

青森三菱ふそう 

青森三菱自動車 

売却物件（土地） 

番
号
 

所 	在 	地 地 目 面 	積（ri) 予定価格（千円） 都市計画用途地域 備 考 

1
  

大字吹畑字藤巻26番1 宅地 1,396.81 24,304 第一種低層住居専用地域 

（
ノ］
  

若葉一丁目52番4 宅地 238. 14 4,477 第一種低層住居専用地域 ヒ
 

 大字七ッ館字鶴ケ沼155番6 
外 1筆 

宅地 216.49 3,074 用途指定なし 

・

4
  

みどり町二丁目45番1 宅地 4,209.96 41,678 第一種低層住居専用地域 

に
J
  

宅地 256.39 2,051 用途指定なし 金木町芦野84番1156 

6
  

南部地区土地区画整理事業 
82街区10 

宅地 499.67 13,940 第一種低層住居専用地域 
土地開発
公社所有 

位置図 

1 

物件番号1 

I 

西北地方農林

水産事務所 

2 
至五小 	 至オルテンシア 
＋ーー 	 ート 

森の家 

3 

三輪小学校 

新
宮
団
地

市
営
住
宅
 

り 

物件番号3 

■ 

5 6 

ノ／ノ 

4  物件番号、 
市営広田団地  

物件番号6 

I 
国道339号 

至はるにれ住宅団地 
ー→ 

0 

◇売 却 の 方 法 一般競争入札により売却します。 
※予定価格以上の最高額で入札した方に、その金額で売却することを決定します。 

◇物件の説明等管財課（市役所4階）にて説明及び関係書類の配布を行います。 
※入札に参加される方は必ずおいでください。（入札日前日までの土・日曜日・国民の祝日を除 

く午前9時から午後4時） 
◇入 札・ 開 札 11月14日（火）午前10時から 市庁舎北棟 5階第 2 会議室 
◇入札参加者の資格「契約を結ぶ能力を有しない方及び破産者で復権を得ていない方」を除き、どなたでも参加できます。 
◇入 札 の 無 効入札参加資格のない方のした入札及び入札条件に違反した入札は無効とします。 
◇入 札 保 証 金入札金額の100分の 5以上 
◇契 約 の 締 結落札決定の日から 7日以内 
◇契 約 保 証 金契約金額の100分の 5以上 
◇代金の納入期限契約締結の日から30日以内に全額納入していただきます。 

※その他詳細については、管財課（土地開発公社）へお間い合わせください。 
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子育ては地域のみんなの手で！ 

（舞醜鋳鶏お 
活動紹介 

子育て支援の経験のある白岩さんは、引越して来

た五所川原でも『自分に出来る事があれば！』と会員

登録をしました。助けを必要としている若い世代の

子育てのため、子どもが大好きというあなたの力を

貸してもらえませんか？ 愛矯たっぷりの楓牙くん

に、白岩さんのlI尻も思わず下がりっぱなしでした。 

随時会員募集 TEL&FAX (35) 8953 

オルテンシア11万催勿案汐 
ふるさと交流圏民センター 皿 33-2111 

日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
  

4 土 五所」I 原少年少女合唱団定期演奏会 18:00 無 	料 

19 日
  

青森県幼稚園保育園児のための音楽

フ工ステイバル 
10:30 無 	料 

26 日
  

雪の里ウインドオ一ケストラ
第 6回定期演奏会 

14:30 
前売・当日 

500円 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
 
 

1 水 平成18年度教科等指導研修協議会 13:50 関 係 者 

3 金 五保連職員研修会 13:00 関 係 者 

5 日 ピアノ発表会（山中ビアノ教室） 13:30 無 	料 

12 日
  

Music Concert 
（福田・さ＜ら音楽教室合同発表割 

13:00 無 	料 

14 火
  

平成18年度青森県視聴覚・情報教

育研究大会 
13:30 関 係 者 

15 水 平成18年度整備主任者研修 13:30 関 係 者 

16 木 
平成18年分年末調整説明会 

10:00 関 係 者 

17 金 10:00 関 係 者 

19 日 鋼3回ピ7ン・工レクトーンコンサート 10:00 無 	料 

21 火 平成18年度雇用保険説明会 10:00 関 係 者 

22 水
  

映画「ろうきんウインターキャンペーン 
2006イべソト」 

18:30 無 	料 

23 木 Music Concert（清野・対馬・長尾） 13:00 無 	料 

25 土 なおみ保育園おゆうぎ会 9:30 無 	料 

26 日
  

ピアノ発表会（工藤ピアノ教室） 14:30 無 	料 

Heartful Concert 
香月膚美の世界 

18:30 

前 	売 
S席 4,000円 
A席 3,000円 
B席 2,500円
当日 500円増 

※主催者の都合により、日程等が変更になる場合もあります。 

公民館からのご案内 
TEL 35一6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～ 11月 

・11月25日田 10時～11時30分（無料） 

中央公民館 2階 視聴覚室 

★平成18年度 公民館まつり 

中央公民館で活動する 『みんなの教室』の参加者 

と各種サークルの発表会 

⑨次の日程で行います。市民の皆さんのご来場をお 

待ち申し上げます。 

開催日：11月17日囲 14時～20時 

11月18日田 9時～15時 

会 場：中央公民館 

〔演技発表〕 

・17日囲 

14時～16時 日舞（彩扇会） 

謡曲（宝生会） 

19時～20時 太極拳教室、英会話・中国語教室 

・18日田 

10時～12時 合唱（たんぽぽコーラス）、健康体

操（スポーツ教室）、着付け教室 

12時～15時 合唱（空と羽）、健康体操（スポーッ

教室）、津軽三味線教室、日舞（藤都流） 

〔作品展〕 生け花教室、盆栽教室、パッチワー 

ク教室、手編み教室、書道教室、着付け教室 

〔イベント〕 囲碁指導（囲碁教室）、茶会（茶道教 

室）、スポーツゲーム（軽スポーツ教室） 

〔模擬店〕 そばコーナー 

金木公民館 
	

TEL 53- 358 1 

★太宰を語る月例会 

◇11月15日困 18時30分～ 金木公民館 

1、「太宰と作品」を讃える 

・重松清著（直木賞受賞） 

・「ダザイくんの手招き」 

2..「晩年『葉』“叔母の言ふ”」の解釈 

3、津島家の墓と、その改装について 

］らせ 図 ~書館からのお円 
開館時間 11 月の休館日 

五所川原市立図書館 

TEL 34-4334 
9時30分～18時 

（土・日は 17時まで） 
毎週月曜日 
3日岡・16日困・23日困 

伊藤忠吉記念図書館

皿 53一 3049 
9時30分～17時 

市 浦 分 館 

TEL 62 - 2 111 
9時30分～17時 

毎週土・日曜日 

3日岡・16日困・23日困 

◇今月のおはなし会 
テーマ「りんご」 市立図書館 
日時 11月 18 日（劃 13時 30 分～ 14時 30分 
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刑法第235条（窃盗） 

他人の財物を窃取した者は、窃盗の罪とし、 
10年以下の懲役または50万円以下の罰金に処する。 
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鵬 
5月28日、刑法の一部が 

「窃盗罪：10年以下の懲役又は50万円以下の罰金」 

と改正されました。 

五所川原安全・安心まちづくり協議会 事務局 

（五所川原警察署生活安全係）TEL 35-2141 内線 261 
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題雌勤加越脆せ 
健 康 推 進 課 TEL 35 -2111 内線223・224 ・225 
保健センター金木 TEL 53 -2111 内線1 54・155 ' 156 
保健センター市浦 TEL 27 -7733 

予防接種 
―麻しん・風しんワクチン第 2期開始一 

平成18年6月2日付予防接種施行令の一部改正によ

り、麻しん・風しんワクチン第2期（5歳以上7歳未満

小学校就学前の 1年間）の接種を11月 1日より実施い

たします。大切なお子様にとって有用な予防接種ですの

で、ぜひ接種されるようお勧めします。 

1．接種ワクチンおよび対象者 

対 象 年 齢 
第 2期（5 
満小学校就学前の1 

歳以上7歳未 
年間） 

対象ワクチン 
麻しん
風しん 

麻しん 風しん 

麻しんのみ 0 x x 

接
《
 
 

風しんのみ 0 x x 
僅
歴
 

麻しん・風しんワクチン接種 0 x x 

麻しん・風しんワクチン未接種 0 x x 

麻しんり患済 x x 0 
り
患
麻
 

風しんり患済 x 0 x 

麻しん・風しんり患済 x x x 

〇：接種できる ×・接種できない 

2‘実施医療機関 

※個別予防接種を実施している市内の医療機関です。 

（一覧表は乳幼児予防接種日程表をご覧ください） 

※接種希望医療機関へ事前に電話連絡してください。 

3．持参するもの 母子手帳、予診票 

※予診票は各実施医療機関および健康推進課、保健セン 

ター金木、保健センター市浦窓口にあります。 

インフルエンザ予防接種の磯
一部助成の中止について 

市は、これまで65歳以上（60歳以上65歳未満の心

臓、腎臓、呼吸器または免疫不全などによる機能障害を

有する）の市民にインフルエンザワクチン接種の一部を

助成してきましたが、今年度は助成を中止することにな

りました。インフルエンザワクチン接種を希望する場合

は、かかりつけ医に相談し全額自費で接種することにな

りますのでご注意ください。（生活保護者で接種を希望

する場合は11月20日までに保護福祉課へご連絡くださ

い。 

インフルエンザは風邪と違って、怖い感染症です。発

症を抑えるために、インフルエンザワクチン接種をした

うえで、手洗いやうがいなど家庭での予防を徹底しまし

よう。 

歯周疾患検診 
歯周疾患検診を次のとおり実施しています。年に一度 

は、自分の歯とお口の健康をチェックし、歯周疾患を予 

防しましょう。 

◇対象者 40歳から70歳（昭和41年4月 1日～昭和 

12年3月31日生まれ）の市民先着250名。 

◇実施期間 19年3月31日田まで 

◇申込方法 実施歯科医療機関窓口に申込み、受診して 

ください（保険証をご持参ください）。 

◇料 金 国民健康保険被保険者・生活保護世帯・ 

70歳の方（S 11.4.1 -12.3.31）は無料。その他の 

保険被保険者は500円 

※治療が必要な場合は、自己負担となります。 

◇内 容 問診、口腔内診査 

実施歯科医療期間（アイウエオ順） 

あすなろ歯科医院 アップル歯科医院 

えびなフアミリー歯科 エルム歯科・小児歯科 

小原歯科医 工藤歯科医院 

黒部歯科医院 小嶋歯科医院 

小林歯科医院 ささき歯科医院 

市浦歯科診療所（市浦） 渋谷歯科診療所（金木町） 

清藤歯科医院 高満歯科医院 

田附歯科医院 田中歯科クリニック（金木町） 

津島歯科医院（金木町） 津島歯科診療所 

飛嶋歯科医院 中嶋歯科医院 

成田歯科診療所 ひろし歯科医院 

平山歯科医院 広田歯科医院 

福士歯科医院 福士歯科医院（金木町） 

本町歯科医院 宮川歯科クリニック 
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1 人分 	49lKcaI 
■材料（4人分） 

米 	 2カップ 	か二 
水 	360cc 	い、 
ナス 	 4本 

サラダ油 	大さじ 2 
スライスチーズ… 4枚 A 

（とけるタイブ） 
大葉 	 10枚 

塩分1.6 g 

かつおぶし 	 1袋（ 5 g) 
いりごま・・・大さじ 1 (9g) 

だし汁 	大さじ 2 
しょうゆ…大さじ 2 

A みりん 	大さじ 2 
日本酒 	大さじ 2 
砂糖 	大さじ 1 

~ 
	五所川原蒲麟苦改善推進員絵 

日

場
内
 

健 康 推 進 課 B35-2111（内線223・224・225) 
保健センター金木 B53-2111（内線154・155・156) 
保健センター市浦 B27-7 733 

く  健 康 相 談 う 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健

師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参く

ださい。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

保健センター五所川原 11月 8 日困 10: 00-12 :00 

沖飯詰集会所 11月8日困 10: 30~I2 : 00 

新宮集会所 11月8日困 13: 00-15 :00 

姥落集会所 11月9日困 10: 30-12 : 00 

しきしまコミュニテイセンター 11月9日困 13: 00'15 :00 
五所川原 

稲実集会所 11月10日囲 10: 30--12 :00 

コミュニテイセンター飯詰 11月10日囲 10: 30--12 :00 

11月14日因 13: 30-14 :30 下岩崎公民館 

小曲農村婦人の家 11月15日困 10: 00'12 :00 

戸沢公民館 11月15日困 10: 30-12 :00 

金 木 喜良市老人福祉センター 11月8日困 10: 00~!! : 00 

く  みんなの健康教室 ） 
◇日 時・・・11月24日囲 13時30分～14時30分 

◇場 所…働く婦人の家 3 階ホール 

◇テーマ・・・風邪症候群と耳鼻咽喉科 

◇講 師・・・一戸 学先生（いちのへ耳鼻科） 

◇主 催・・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

第5回 赤ち~ 
マタニティ教室 

オーガニックコットンで手作り作品に挑戦ク お母さん 

や家族の愛情を赤ちゃんに伝えることができます 

対 象：当市の妊婦さんと出産後おおむね 1年程度の産婦 

さん 

日 時：ll月9日困 10時～12時 

場 所：保健センター五所川原 

内 容：実習「オーガニックコットンでベビースタイをつ 

くってみましよう」 

講 師：日本編物協会特別会員・斎藤香織先生 

・手作りおもちゃとスリング（便利なだっこひも） 

紹介 

材料費：1,000円程度（当日徴収します） 

申込方法：11月8 日困までに電話でお申

し込みください。 

※託児あります。必要な方は、 

申込の時にお知らせください。 

共 催：五所川原市民保健協議会 

～よい食生活をすすめるために 

-i参ゆヂ-ズ勢 

■作り方 

①米は普通に炊いておく。 
②ナスはノ＼たを切り落として縦半分に切り、さらに縦

に切り込みを入れる。表面に味がしみ込むように切
り込みを入れる。大葉は 6枚だけ千切りにする。 

③フライパンにサラダ油を熱し、ナスを入れて表面が

うっすらキツネ色になるまで焼く。 

④③にAの調味料を入れて加熱し、ナスにからめる。 
⑤火を止め、半分に切ったスライスチーズを④のナス

の間にはさむ。 
⑥器にごはんを盛り、大葉を敷きナスを 2個（1 本分） 

をのせて、タレをかける。 
⑦かつおぶしと妙りごま、千切りにした大葉を飾る。 

※チーズは、ほとんど脂肪のバターと異なり、牛乳の
栄養分がたっぶりです。良質なカルシウムが手軽に
摂れるので大いに活用しましよう。 

（献血のこ案内いス巡回）) 
期 日 時 	間 場 	所 

11月26日（日） 
10 : 
13 : 

00-12 : 
30-16 : 

30 
00 

エルムの街ショッピングセ

ンター専門店入り口の外 

Il月27日旧） 
10 : 00-13 : 00 東芝メデイア機器株式会社 

14 : 30-16 : 00 白生会胃腸病院 

救急医療当 医 
月 	日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

11月 3 日 金 江渡内科医院 旭町 7 34一3000 

11月 5 日 日 増田病院 新町41 34 1 2727 

11月12日 日 田町小山クリニック 田町4-5 34一3431 

※ 1．対応時間（電話で確認） 9 時から17時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介谷34-4999 ）でも紹介し 

ます。 

	ノ 

三vv古紙配合率100% 
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